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小池議員（共産）「逆ザヤ」解決求める

参院厚労委

ドクターは怒っている

昭和世代の働き方改革咀 ⑲嚼玩味
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昭
和
の
御
代
、
武
田
鉄
矢
氏
が

福
岡
か
ら
上
京
す
る
際
、
母
は
息

子
に
言
っ
た
。「
死
ぬ
気
で
働
き

ん
し
ゃ
い
。
遊
び
た
い
と
か
、
休

み
た
い
と
か
、
い
っ
ぺ
ん
で
も
思

う
て
み
、
そ
ん
時
ゃ
、
テ
ツ
ヤ
、

死
ね
」。
日
本
中
が
母
の
愛
に
共

感
し
た
。
モ
ー
レ
ツ
社
員
が
時
代

の
常
識
。
昭
和
末
期
に
大
学
を
卒

業
し
た
私
も
、
座
右
の
銘
は
「
月

月
火
水
木
金
金
」、
愛
唱
歌
は

「
24
時
間
戦
え
ま
す
か
」。
実
力

の
差
は
努
力
の
差
、
と
未
熟
な
自

分
を
叱
咤
激
励
し
て
き
た
。
ご
同

輩
、
そ
う
だ
っ
た
で
す
よ
ね
！

　

時
は
流
れ
て
、
令
和
の
御
代
。

終
身
雇
用
・
年
功
序
列
は
化
石
と

な
り
、
働
き
方
改
革
が
本
格
始
動

し
た
。
冒
頭
、
安
倍
首
相
は
「
モ

ー
レ
ツ
社
員
の
考
え
方
が
否
定
さ

れ
る
日
本
に
し
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
示
さ
れ
た
。
つ
い
に
昭
和

の
精
神
風
土
は
引
導
を
渡
さ
れ
、

荼
毘
に
付
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
我
が
世
代
は
生
け
る
屍
、

さ
ま
よ
え
る
霊
魂
と
化
し
た
。
し

か
し
、
我
々
も
日
本
の
現
状
を
憂

え
て
い
る
。
労
働
力
不
足
の
解
消

を
目
指
し
た
こ
の
改
革
を
応
援
す

る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

　

あ
る
日
の
教
授
会
、
人
事
係
長

か
ら
「
働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
最

低
５
日
の
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
必
ず
取

っ
て
下
さ
い
」
と
の
伝
達
が
。
大

学
に
籍
を
置
き
36
年
の
私
、
有
休

を
取
っ
た
の
は
新
婚
旅
行
の
時
だ

け
。
有
休
が
年
20
日
も
あ
る
と
知

ら
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
さ
ま
よ

え
る
霊
魂
は
従
順
で
あ
る
。
改
革

を
応
援
す
る
た
め
に
、
早
速
５
日

の
有
休
を
取
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
ず
学
会
関
係
の
出
張
を
有
休

と
し
た
。
し
か
し
、
足
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
当
に
休
む
こ
と
に
し

た
。
２
月
末
の
金
曜
を
有
休
と

し
、
飛
行
機
で
行
く
家
族
旅
行
を

計
画
し
た
。
総
勢
７
名
、
私
の
母

は
大
喜
び
（
な
ん
て
親
孝
行
な
息

子
）。
し
か
し
、
慣
れ
な
い
こ
と

は
す
る
も
の
じ
ゃ
な
い
。
新
型
コ

ロ
ナ
に
や
ら
れ
た
。
残
っ
た
の
は

旅
の
思
い
出
じ
ゃ
な
く
、
キ
ャ
ン

セ
ル
料
だ
け
だ
っ
た
。

　

そ
の
翌
週
、「
ハ
ン
コ
下
さ

い
」
と
若
手
教
室
員
が
休
暇
請
求

簿
を
持
っ
て
き
た
。
見
る
と
請
求

簿
の
升
目
は
ほ
ぼ
ハ
ン
コ
で
埋
ま

っ
て
い
る
。「
や
ば
い
っ
し
ょ
、

あ
と
ち
ょ
っ
と
す
」
と
ド
ヤ
顔
。

ご
存
じ
か
、
ご
同
輩
。
彼
等
に
と

っ
て
休
暇
請
求
簿
は
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
。
私
の
ハ
ン
コ
は
ス
タ
ン
プ

で
あ
る
。

　

ほ
ど
な
く
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が

埋
ま
る
彼
は
、
働
き
方
改
革
の
エ

リ
ー
ト
？
さ
ま
よ
え
る
霊
魂
の
杞

憂
は
、
有
為
の
人
材
が
普
通
の
労

働
者
に
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
。
昭
和
48
年
、
小
松
左
京
氏
は

衝
撃
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
日
本
沈

没
を
予
言
し
た
。
ま
さ
か
… 

こ

れ
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
？

新
型
コ
ロ
ナ
会
員
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

新
型
コ
ロ
ナ
会
員
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

下

Ｑ　

「
大
阪
都
」
構
想
で
住

民
の
暮
ら
し
は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

Ａ　

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
後

退
、
暮
ら
し
に
関
わ
る
制
度

の
改
悪
が
進
み
ま
す
。

　

大
阪
維
新
の
会
は
、
大
阪

市
よ
り
も
人
口
規
模
が
小
さ

い
特
別
区
に
な
れ
ば
「
ニ
ア

イ
ズ
ベ
タ
ー
」
で
住
民
の
意

見
を
反
映
し
や
す
く
な
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
す
る

と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
特
別
区
に
な
れ
ば
税

収
の
70
％
以
上
を
大
阪
府
に

奪
わ
れ
、
特
別
区
予
算
は
府

今さら聞けない
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退

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
一

斉
休
校
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
ス
タ
ッ
フ
体
制
へ

の
影
響
を
尋
ね
た
。

か
ら
の
交
付
金
頼
り
と
な
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
大
阪
市
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
は
市
の
豊
か
な
財
源

の
も
と
形
作
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
特
別
区
へ
の
予
算
配
分

を
決
め
る
の
は
府
議
会
で
あ

り
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
大

阪
府
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
切

り
捨
て
を
促
進
す
る
こ
と
が

強
く
懸
念
さ
れ
ま
す
。
法
定

協
議
会
に
お
い
て
も
、「
敬

老
パ
ス
や
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
な
ど
を
継
続
で
き
る
か

甚
だ
疑
問
」
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
維
新
が
主
張
す
る

「
ニ
ア
イ
ズ
ベ
タ
ー
」
は
そ

も
そ
も
大
阪
市
を
30
〜
40
万

人
規
模
に
分
割
す
る
計
画
案

が
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
分
割
コ
ス
ト

が
膨
大
に
な
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
と
現
在
の
４
分
割
に

変
更
。
そ
の
人
口
規
模
は
一

区
あ
た
り
70
〜
80
万
人
と
当

初
案
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
大
阪
市
の
解
体
後

は
、
４
つ
の
特
別
区
が
合
同

で
運
営
す
る
「
一
部
事
務
組

合
」
が
介
護
保
険
や
水
道
事

業
な
ど
の
事
業
を
引
き
継
ぎ

ま
す
。
権
限
や
予
算
が
府
・

特
別
区
・
一
部
事
務
組
合
の

も
と
に
再
編
さ
れ
、「
三
重

行
政
」
に
な
り
ま
す
。「
ニ

ア
イ
ズ
ベ
タ
ー
」
ど
こ
ろ
か

行
政
は
ま
す
ま
す
住
民
か
ら

遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

（
つ
づ
く
）

　

金
パ
ラ
の
「
逆
ザ
ヤ
」
が

深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
小
池
晃
参
院
議
員
（
共

産
、
写
真
）
は
３
月
18
日
の

い
こ
と
を
指
摘
。「
20
年
前

か
ら
『
逆
ザ
ヤ
』
問
題
を
質

問
し
て
い
る
が
、
解
決
し
て

い
な
い
。
現
場
の
ド
ク
タ
ー

は
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
赤
字
に

な
る
矛
盾
に
怒
っ
て
い
る
」

と
し
、
解
決
を
求
め
た
。

　

加
藤
厚
労
相
は
、「
今
回

の
高
騰
の
対
応
を
含
め
、
金

属
価
格
の
改
定
の
在
り
方
を

考
え
た
い
」
と
話
し
た
。

　

子
ど
も
の
世
話
の
た
め
に

休
暇
を
取
得
し
た
り
、
勤
務

時
間
を
短
縮
し
た
り
し
た
従

業
員
が
「
い
る
」
と
し
た
会

員
は
21
・
３
％
、「
い
な

を
調
整
す
る
医
院
が
多
い
一

方
で
、
長
時
間
勤
務
で
対
応

す
る
医
院
も
一
定
数
あ
っ

た
。

　

休
暇
取
得
時
の
所
得
補
償

に
つ
い
て
は
、「
年
次
有
給
休

暇
で
対
応
」
が
31
・
３
％
、

「
無
給
」
25
・
０
％
だ
っ
た
。

政
府
は
「
小
学
校
休
業
等
対

応
助
成
金
」
を
創
設
し
、
休

暇
時
の
所
得
補
償
を
打
ち
出

し
た
が
、
助
成
の
対
象
と
な

る
「
年
次
有
給
休
暇
と
は
別

の
有
給
の
特
別
休
暇
で
対

応
」
は
18
・
８
％
だ
っ
た
。

　

特
別
休
暇
の
対
応
が
２
割

弱
に
と
ど
ま
っ
た
背
景
に

は
、
医
院
で
の
特
別
休
暇
の

整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い

こ
と
や
、
政
府
に
よ
る
助
成

金
制
度
の
具
体
化
の
遅
れ
な

ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
お
わ
り
）

い
」
は
77
・
０
％

だ
っ
た
。「
い

る
」
と
し
た
会
員

の
う
ち
、
医
院
で

の
対
応
に
つ
い
て

は
、「
シ
フ
ト
を

調
整
」
が
38
・
５

％
で
最
多
。
次
い

で
「
患
者
予
約
を

制
限
」
15
・
４

％
、「
診
療
時
間

を
短
縮
」「
時
間

外
勤
務
が
増
加
」

が
３
・
８
％
と
続

い
た
。
診
療
人
数

　小学校休業等対応助成金の制度内容
と申請方法は下記の通り。

対象
以下の①か②のどちらかを満たす子を
もつ労働者（パート含む）
①新型コロナウイルスに関する対応で
臨時休業した小学校等に通う子ども
②風邪など新型コロナウイルスに感染
または感染したおそれのある、小学校
等に通う子ども
※小学校、放課後児童クラブ、幼稚
園、保育所等が対象。障害のある子ど
もは中学・高校も対象

条件
・子どもの世話で休暇を取得する労働
者に、年次有給休暇とは別の有給休暇
（賃金全額支給）を与えていること。
※半日単位や時間単位の休暇も対象

助成額
・休暇中に支払った賃金相当額。一人
一日あたり上限8330円

期間
・2020年２月27日～３月31日

・出勤日に休暇を取得し、賃金を支払
った場合
※上記対象の①の場合は小学校の元々
の休日（春休みや日曜など）は助成対
象外

主な申請書類
助成金支給申請書、タイムカード、賃
金台帳、雇用契約書、小学校からの休
校通知書など

申請窓口
学校等休業助成金・支援金受付センタ
ー
〒105-0014　東京都港区芝２‒28‒８　
芝二丁目ビル４階

申請期限
2020年３月18日～６月30日

問い合わせ先
学校等休業助成金・支援金等相談コー
ルセンター
TEL0120-60-3999
午前９時～午後９時（土日祝含む）

厚
生
労
働
委
員
会

で
「
逆
ザ
ヤ
」
の

解
決
を
求
め
た
。

　

小
池
議
員
は
、

金
パ
ラ
の
保
険
償

還
価
格
が
購
入
価

格
の
７
割
し
か
な

労働保険「年度更新」
お知らせ

　協会の労働保険事務組合に委託さ
れている先生に、３月末に労働保険
料の「年度更新」書類（年間の支払
い賃金報告）をお届けしています。
保険料の算定のために必要な書類で
すので、期日までにご提出くださ
い。なお、概算保険料第１期の引き
落としは６月となります。

　お問い合わせは共済部（TEL06-
6568-7438）まで。

休校でスタッフ出勤できず
診療時間を短縮する医院も

小学校休業等対応助成金～制度内容と申請方法

大阪市の解体で「三重行政」になる

休校に伴うスタッフ休暇取得時の医院への影響

大阪市
（解体）

・都市計画
・幹線道路
・消防
・市立大学、高校
・港湾
・産業政策など

大
阪
府
（
都
）
・住民票発行
・生活保護
・児童相談所
・小中学校
・保育所、幼稚園
・高齢者福祉など

特
別
区

・国民健康保険
・介護保険
・水道
・障がい者就労
　支援施設
・児童養護施設  など

一
部
事
務
組
合

特になし

休診して対応

診療時間を短縮

時間外勤務が増加

患者予約を制限

シフトを調整

34.6%

0.0%

3.8%

3.8%

15.4%

38.5%


